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ブラザー工業株式会社との協議の進捗状況に関するお知らせ 

 

 

当社は、2024 年３月 13 日にブラザー工業株式会社（以下「ブラザー工業」といいます。）より当社株式に

対する公開買付け（以下「ブラザー公開買付け」といいます。）の開始予定に関する公表がなされたことを受

け、ブラザー工業との間で、当社執行部（当社の執行サイドで本件の検討・ 交渉を主導している当社常務執

行役員を指します。）・取締役会（当社の代表取締役 社長執行役員である田部耕平及び社外取締役のブライア

ン・Ｋ・ヘイウッド氏を除きます。以下同じです。）及び当社の特別委員会（以下「本特別委員会」といいま

す。）を交え、誠実に協議を継続してまいりました。 

 

2024 年４月 26 日付で当社が公表いたしました「XYZ 株式会社による当社の普通株式に対する公開買付けに

関する意見の変更についてのお知らせ」に記載のとおり、2024 年４月 23 日の当社とブラザー工業との面談に

おいては、当社の主力製品である産業用プリンターに搭載する基幹部品であるプリンターヘッドの大多数につ

いて当社が供給を受けている事業会社との取引に関してのみならず、ブラザー公開買付けによるその他のシナ

ジー発生の実現性やディスシナジー発生に関する当社の各懸念に対するブラザー工業の見解についても説明を

受けましたが、いずれもシナジー発生の実現性やディスシナジー発生の蓋然性に関する当社の懸念を払拭する

材料とはならなかったため、引き続きブラザー工業と協議し、当該懸念が払拭されない理由等を当社から説明

すべく、当社から面談の設定を依頼したものの、ブラザー工業の都合により実現しなかったことを踏まえ、

2024年４月25日付で当社の各懸念が払拭されない理由等を説明する書面（以下「４月25日当社書簡」といい

ます。）を当社からブラザー工業に対して送付いたしました。 

その後も、現時点までに、ブラザー工業から次回面談日程のご提案を受領しておらず、また、４月 25 日当

社書簡に対するブラザー工業からの回答も受領していないため、依然として、ブラザー公開買付けによるシナ

ジー発生の実現性及びディスシナジーの発生の蓋然性に対する懸念が払拭されておりません。 

加えて、本特別委員会より 2024年４月 26日付でブラザー工業の社外取締役及び社外監査役に対して、本特

別委員会とブラザー工業の社外取締役及び社外監査役との間での協議を要請しているとのことですが、現時点

において、本特別委員会からの要請に対してもブラザー工業の社外取締役及び社外監査役からの回答はない状

況と本特別委員会から聴取しております。 

 

当社としては、ブラザー工業の取締役の皆様におかれましても、善管注意義務の観点から、ブラザー公開買

付けによるシナジー発生の実現性やディスシナジー発生の蓋然性に関する懸念に関して、慎重に検討すること

が求められているものと理解しております。かかる善管注意義務の観点からも、前提となる事実関係について

適切にご理解いただくべく、当社より、ブラザー工業に対して、ブラザー公開買付けによるシナジー発生の実

現性やディスシナジー発生の蓋然性に関する懸念及びこれらの背景・理由等を含めて詳細にご説明させていた

だき、協議することが極めて重要と考えております。 
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以上の事情等を踏まえ、当社取締役会としては、開始の予定が公表されているブラザー公開買付けに関して

当社だけでなくブラザー工業においても引き続き真摯な検討を行う必要があるため、本日、当社取締役会より

ブラザー工業取締役会に対して、ブラザー公開買付けによるシナジー発生の実現性及びディスシナジーの発生

の蓋然性に対する懸念について、４月 25 日当社書簡に記載の事項の背景・理由等を含めて当社よりブラザー

工業に詳細な説明を行い、協議するための面談を再度要請する旨、並びに、そのような面談も踏まえて、シナ

ジー発生の実現性やディスシナジー発生の蓋然性に関して、ブラザー工業の取締役会において十分に理解・検

討した上で回答いただくことを要請する旨の書簡を送付いたしました。また、本特別委員会よりブラザー工業

の社外取締役及び社外監査役に対しても、2024 年４月 26 日付の特別委員会からの協議要請への回答を改めて

求める書簡が送付されたとのことです。 

 

なお、本プレスリリースは、ブラザー公開買付けに関する当社の意見を表明するものではありません。当社

としましては、ブラザー公開買付けについては、本日現在、上記のとおり各種懸念を有しているものの、今後

のブラザー工業との協議等において、ブラザー工業より提供された情報や、これらにおけるブラザー工業との

協議内容等も勘案のうえ、引き続きブラザー公開買付けを真摯に検討するとともに、ブラザー公開買付けに対

する当社の意見については、ブラザー工業との間の協議を継続の上、当社として正式に決定次第速やかにお知

らせいたします。 

 

以 上 


